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きょうだい課膏を騨入した保禽園⑳畢ども⑳発達に闘する調奮翻究

一「いえ」型保育空間における子どもの集団形成について一

主査粟原知子*1

委員小山逸子*2,福地真美*3

本研究は,「いえ」型保育空間(台所を有する食寝分離D空間)で「きょうだい保育(1～5歳児での異年齢保育)」を行うK保

育園の子どもの生活実態を把握し、その有効性を検証するものである。「総括資料の分析」「保育室内での行{諦'」「保護者に

対するアンケート調査」を実施し、開設からの保育方針の変遷・保育士の意識変化、保育室内での子どもの居場所と集団構成家庭で

の生活にっいて分析を行った。その結果、①園の保育方針によって子どもの生活スタイルが変化すること、②生活行為に合わせて居室

の使い分けがされること、③「生活行為」「活動」時に異年齢集団が多く発生すること、④家庭での食意識が高いことが確認できた。

キーワード 1)子ども,2)保育園,3)きょうだい保育,4)異年齢保育,5)保育プログラム,

7)キーワード抽出分析,8)居場所,9)行動観察10)生活評価

6)集団構成,
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唱.研究の背暴と目的

近年、女性の社会進出、核家族化、少子化の進行によ

り保育園に対する保育要求が高まっている。働く、ある

いは働かざるをえない母親の増加は乳・幼児の保育を要

求し、またいじめ問題、キレる子ども等、集団教育の重

要性を保育に求める声も高まりをみせている。さらに核

家族での生活や、少なくなった近所づきあい等、現代の

住環境の中で得にくくなった集団生活の基礎、豊かな人

間関係で得られる様々な経験や知識の不足を保育に求め

る親も少なくはない。

そのため保育方法も多岐にわたり保育方針を選択でき

る環:境は整いつつあるが、その保育施設計画の多くは従

来の年齢別の保育室と遊戯室という2種の空間で構成さ

れたものがほとんどである。集団形成、人間関係という

点において発達を重要視した保育方針のひとつに異年齢

集団で保育生活を送る「異年齢保育」が挙げられる。し

かし、子どもの多様な集団形成を促す保育空間計画の選

択肢はいまだに少ない。

よって本研究では、異年齢保育における子どもの発達

を、子どもの多様な集団形態とそれを促す保育空間との

関係から理解し、豊かな人間関係を築く保育環境とはど

のようなものかを検証することを目的とする。特に本稿

では、子どもが1日の大半を過ごす保育園を「いえ」と

認識するK保育園を調査対象とする。「住まい」とし

て「きょうだい保育」(ソフト)と「いえ」型の平面計

画(ハード)を有するK保育園での子どもの生活実態

を把握したい。

豊.調壷方法

齢調査対象施設概要

滋賀県fK保育園」(2004年4月開設)では「異年

齢保育」を「きょうだい保育」と称し、単に異年齢集団

で保育生活を送るだけでなく、保育方法(ソフト)と現

代の「いえ」を意識した機能分離型の保育空間(バー

*1福井大学大学院工学研究科ファイバーアメニティ工学専攻tg!ttr麦期課程

*3福井大学大学院工学研究科建築建鍛工学専攻博士前期課程

*2K保育園園長
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ド)を結ぶ効果的な保育方針の一つとして「食環境の充

実(保育室内の台所での簡単な調理と配膳)」を提案し

ている。現在、3～5歳児(または4～5歳児)での異

年齢保育が主流となる中で、「きょうだい保育注1)」は、

1～5歳児で保育を行う点が特徴的である。ユ～2歳児

と3～5歳児の人間関係や集団形成にも着目したい。

図9-1に示すように、K保育園は0歳児用保育室1

軒と、1～5歳児約25名で9家族(異年齢集団)の保

育室3軒という4軒の「保育室(おうち)」と遊戯室、

屋外テラスによって構成されている。各「おうち」は

「対面式キッチン付きのダイニング」、「居間」、「寝

室」、「玄関」、「トイレ」を有する食寝分離型(伝統

的な「田の字型」の間取り)の平面構成となっており、

昼食、おやつ時には、保育士以外に調理員が来室し園児

と共に「おうち」内の台所で食事の配膳を行っている。

また、各「おうち」の間取りの基本は、図ト2のよう

な構成となっているものの、現在では各「おうち」ごと

に独自の家具配置を行っている。家具配置を行うことで

居室内でも機能分離が進んでおり、保育空間にも個性が

みられる。

露.豊調査概要

調査は以下の3種類である。

①総括資料の分析及び聞き取り調査(半年ごとに行わ

れる保育士の総括会議資料から、保育士の意識変化

と開設からの保育方針の変化を把握)

2004年(開設)～2009年3月まで10回分の資料

②園児の行動観察調査(2クラスを対象に、調査目に

おける全園児の居場所と集団構成を把握)

第1回調査2008年1月の2日間

瞳

　　　

図1-1.K保青園畢薗図
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第2回調査2008年2月の3日間

第3回調査2009年5月の3日間

(1クラスのみで補足調査注2))

③保護者に対するアンケート調査(園児の生活と保護

者の食事意識を把握)

第1回調査2008年2月、第2回調査2009年3月

3、資料分析及び聞き激り調査

$.唱総括資料分析の方法

2004年(開設時)から2009年3月(10回分)まで

の総括資料を用い、キーワード抽出分析によって保育士

の意識変化を把握した。補足調査として保育士へのヒア

リングを定期的に実施した。

総括資料には主に「子どもの様子」「異年齢の関わ

り」「年齢に応じた発達保障」「保育士の分析」「活

動・取り組み」「反省・課題」等が記述されており、1

～5歳児で「きょうだい保育」を実施する「ひまわり」

「たんぽぽ」「こすもす」クラスのものを対象とした

(園児、職員数を表3-1に示す)。キーワードごとに

(表3-2)各記述を「子どもについて」「保育士の意識

(アプローチ)」「取り組み」「食環境」「環境」「目

標・課題」の6種に分類し、キーワード出現率(=各項

目/各「おうち」総括1回分のキー一一一ワード出現数)によ

って分析を行った。総括資料のキーワード出現数を表

3-3に示す。尚、1つのキ・一一一一ワ・一一・一・ドに複数の意味が含ま

れるため複数回カウントしたものもある。

3.2総括資騨にみる保育士の意識変化

1)園全体での動き(pa3-9a)

各「おうち」のキーワード(大分類及び中分類)出現

髪藁3-2.K保育園平面図

裏3-1.園児・職員数

一

姦3-3.キーワード出現数
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図1-2.「おうち」平面図
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率を年度ごとに示したものが図3・1である。園が開設さ

れたばかりの2004年度前期は、各「おうち」のキーワ

ード出現率にばらつきが目立つが、2006年度以降は着

目点が統一され、2008年度には各「おうち」でほぼ同

値を示している。

大分類にっいて、全体的に最も記述割合が高いのは

「子どもについて」で2項目を合わせて50～70%を占

める。2004年度前期は「たんぽぽ」のみ44.4%と「良

い育ち」に注目しているが、その他は「問題」点とほぼ

同じ割合を示す。2005年度以降は徐々に「問題」が減

少し「良い育ち」の記述が40～50%まで増加している。

保育士の子どもに対する「アプローチ」方法について

は、常に10%以下と着目度が低い。初年度から徐々に

減少し2006年度はほとんど触れられていないが、2007

年度からわずかながら上昇しはじめている。

「取り組み」については、初年度の10%前後から

2005年度に「たんぽぽ」の記述が30%を示し、2006

年度からは他クラスも「取り組み」が20～30%に上昇

している。各「おうち」ごとの活動を重視し始めた

2007年度にはそれぞれ独自の「取り組み」に力を入れ、

記述が大幅に増加するが2008年度には20%前後に減

少した。

「食環境」にっいては、全体的に10%以下と着目度

が低い。初年度前期に「たんぽぽ」が15.8%と「良い

育ち」に着目しているがその後減少し、2005年度後期

にわずかながら全クラスで増加している。

「環境」にっいては、全体的に10%以下と着目度が

低い。2005年度以降は5%以下と減少している。

「目標・課題」にっいては、全体的に10%前後で推

移しているが、2007年から徐々に上昇し2008年度以

降は20%近くまで上昇している。

2)子どもの発達について(図3-lb)

「子どもについて」では、「良い育ち」の割合が高く、

中でも「異年齢関係」に着目が集まっている。「問題」

では「子ども個人」の記述が多い。2005～2006年度
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G)保育プログラム
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保胃目標の統一保宵方法の銃一

 [=i亟二:〉Σ=蚕=⊃Σ=璽二⊃1
「おうち」の文化の発生

2007年度

　　おうち　　　のま　　オ

Σ

                      ,灘講,1前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期                      「同年齢」活動が中心の生活→r異年齢」交流を慰織「おうち」活動(「異年齢」活動)の導入                       「おうち」活動が中心の生活「おうちj活動を徹麿→「目標」「諜題」をみつけだす

                      

                      子どもの自主性を尊璽した保宵方針r間接的」アカーチ推奨                      園全体の蹴り組み「生活グループ1(1～5歳児8～9名で形成)の導入「蜜具配置jによる日常の遊びの充翼各「おうち」での活動を徹庵する

                     
                                            

                      ひまわりたんぽぽ「閻接的」アプローチを意識した保胃保宵士の大幅な異動に伴い.子どもと保育士の閾係づくりを慰織「通年活動」「日常簸び」の「取リ組み」を増やし異年齢間の閲わりを増やす「象具配置の取り組み」の撒底各「おうち」とも記述割合が同値となり,「おうち」ごとの活動を徹底するその中でr良い宵'ちjや「問題」をじっくりと評緬している                      ….「間接的」アプローチ中心の保育「蕗し合いの取り組み」の徽・底と「食環境」の充巽を重視異年齢間の子どもの関わりの充案から「子ども個人」の発連が促される「間接的」アプローチの一徹底
                      こすもす「直接的1アプローチ中心の保胃'子,もについての,。。、の減少に伴い.「間接的」アプローチの方針を充翼させる遊びの充翼→達成感→自信のサイクルを大切にし.子ども偶人の発還を促す「取り組み」r日常遊び」畷境充翼の徹蔭

                      図3〔大分顕・中分類〕「良い宵ち」r問題』がほぼ同じ僅r食畷境」のr艮い宵ち1が上昇各「おうち」の「取り組み」が上昇「良い宵ち」「取り組」の記述にばらつき1i各「おうち」で「裸題」の記述が上昇
                      図4(子どもについて小分類).「子ども偲人」の問題が目立っ「異年齢」の「民い宵ぢ」に注目「こすもす」でのr異年齢」が目立っr異年齢」開係のr良い宵ち」が上昇r同年齢」「個人」の「良い宵ち」が上昇するr問題」の己述が減少「子ども個人」の問題が上昇「子ども偲人」「異年齢」「同年齢」の艮い賭が・数に

                      図5(取り粗み・食環境・環境・目標・奮累題)r目標・裸題」の「慧識」がどの「おうち」も高い憧を示すrたんぽぽ」の食に閲する項目.r取り粗み」が上昇「食環境」の「艮い人間開係」が上昇・「取り組み」内容が「おうち」ごとにばらつく「課題・目檬」がrおうち」ごとにぱらつく「日常の遊び」の「取り`組み」が上昇.各rおう・ぢ」で取り組みに力を入れる'各「おうち」の記述'割合が璽なる.「目・標」「裸題」の記述が止昇嗣
図3-2.保育方針の変遷

までは各「おうち」で記述割合にばらつきがみられ、お

うちごとに記述内容に偏りがあることがわかる。

「良い育ち」については、2004年度に「異年齢」で

の育ちに20%と一定の値を示しているが、2005年度前

期は「こすもす」で「異年齢」39%、「ひまわり」で

「個人」26.8%をと上昇する。2005年度後期には、ど

の「おうち」も「異年齢」で30%を超え、「個人」の

値も前年度に比べ増加している。2006年以降は「異年

齢」が減少し「同年齢」での育ちが上昇している。2007

年度以降は「子ども個人」の発達に注目が集まり、「異

年齢関係」「同年齢関係」とほぼ並んでいる。また、

「問題」についても初年度から減少傾向にあった「子ど

も個人」の記述が2007年度以降再び上昇している。

3)保育プログラムについて(図3一届c)

「保育プログラム」については、全体的に記述割合が

低く横ばい状態であるが、前半で「たんぽぽ」の値が目

立つ。後半では「取り組み」「目標・課題」の割合が各

「おうち」で上昇している。

「取り組み」では、2005年度「たんぽぽ」で「通年

活動」として子ども同士の「話し合い」の場を設けたた

め約20%を示している。その後「ひまわり」の「通年

活動」の値が目立つものの、各「おうち」ごとに様々な

「取り組み」の実施を経て、徐々に「日常の遊び」「通

年行事」を充実させる取り組みに関心が移行している。

次に「食環境」にっいては、「たんぽぽ」が2004年

度前期に「意識改善」に注目しているが、各「おうち」

で2005～2006年にかけて「人間関係」の記述割合が増

加している。

「環境」にっいては初年度に「こすもす」での「家庭

環境」の記述、生活グループ導入による「たんぽぽ」の

「保育環境」の記述が目立つが、2007年度前期「ひま

わり」の「保育環境」の着目を最後に減少した。

「目標・課題」については、2006年度まで各「おう

ち」で保育士の保育「意識」の関心が高く、子どもへの

「間接的」アプローチという園の保育方針を統一する過

程が伺える。2006年度後期からは各「おうち」で関心

事項にばらつきが見られ、2007年度以降はわずかに上

昇傾向にある。項目も「遊び」「環境」などに広がりを

みせている。

3.3開設からの保育方針の変遷

図3-2は聞き取り調査によって開設からの保育方針の

変遷を整理したものである。

1)開設

開設当初は、異年齢保育という保育方針がありながら

も園全体での年齢別活動を重視する傾向にあったため各

「おうち」での異年齢生活スタイルが確立できない状況

にあった。また、総括資料で初年度の「アプローチ」方

法の関心が高かったことからも、子どもヘアプローチ方

法を模索する期間となったことがうかがえる。

2)2005年度

「おうち」内での子どもの生活時間を合わせるため、

「おうち」別の活動を主軸とした保育プログラムへと移

行し、「おうち」別の活動メニューを作成する。総括資

料でも「取り組み」や子どもの異年齢での「良い育ち」

の記述上昇が確認できる。また、「おうち」内での生活

は約25名の子どもたちで構成されているため、少人数

(8～9人)で食事をとるなどの「生活グループ」を導

入した注3)。
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3)2006年度

「生活グループ」の導入によって、異年齢での親密な

関係づくりがすすむことで、同年齢同士の人間関係でも

良い発達がみられるようになる。総括資料では2006年

度から「同年齢」での良い育ちの記述が上昇し、「取り

組み」内容にばらつきがみられる。「おうち」ごとに独

自の活動を取り入れるようになり、生活時間や空間の活

用方法も「おうち」別に個性が現れだす。

4)2007年度

「おうち」ごとの異年齢スタイルが確立されることで、

「来年はあのお兄さん・お姉さんのようになりたい」な

ど、子どもたちの間でも将来の見通しが持てるようにな

った。総括資料では「良い育ち」で「異年齢」の記述が

減少し「個人」の記述が上昇する。

5)2008年度

「おうち」別の活動を徹底することで、新たな課題・

目標が見えやすくなる。子ども個人の発達についても具

体的な課題で話し合いができる。総括資料では、各「お

うち」の値が重なり始める。「目標・課題」の記述で再

び「意識」が上昇し、保育方法への関心が伺える。

6)保育園開設から5年間の動向

①園の保育目標の統一→②保育方法の統一→③各「お

うち」に合った保育生活プログラムの作成→④各「おう

ち」独自の「取り組み」の強化→⑤「おうち」ごとの保

育生活の個性化→⑥「異年齢」生活の強化による各「お

うち」文化の発生→⑦活動の評価と課題の創出

轟.行動観察調査

轟.噸行動観察調査の概要

「きょうだい保育」を行う3クラスのうち2クラス

(「たんぽぽ」「こすもす」)を抽出し、各調査日の9

時から16時まで注4)の「おうち」内での全ての子ども

の居場所を5分間隔で記録した。第3回調査は、年度初

めの保育時間割り注5)での行動を把握するため、補足調

査として1クラスで実施した。

4.2年齢劉居室滞在率

図1-2のように、「おうち」内の居室を「居間」「食

堂」「寝室」「着替え・玄関」「トイレ」に分類し、各

「おうち」における5嘲の平均居室滞在率を年齢別}こ:
考察する(図4-1)。1
主な居場所は、「居間」「食堂」「寝室」であるが、1:

各「おうち」で滞在率に特徴がみられる。

各「おうち」とも、「寝室」の滞在率が最も高く、

「たんぽぽ」では50%、「こすもす」では40%であっ

た。「居間」の滞在率は「たんぽぽ」で22%、「こす

もす」では30%、「食堂」は両者とも20%程度である。

次に、年齢ごとの居場所をみると、「たんぽぽ」では、

1～4歳児で「寝室」が50%、続いて「居間」「食

堂」が20%であり、5歳児については5割が「居間」

を占め、「寝室」の滞在は2割弱にとどまった。

「こすもす」では、1、2歳児で「寝室」の滞在が最

も高く、「たんぽぽ」に比べて「居間」の滞在が1割程

度と低い。3,4歳児は「居間」で30%、「寝室」が

40%前後と「たんぽぽ」に比べ「居間」での滞在が高い

事が特徴である。また、5歳児においては「居間」の滞

在が65%と高く「寝室」の利用はほとんどない。

曝.$時間帯劉子どもの居場所翻合

「居間」「食堂」(台所を含む)、「寝室」、「着替

え・玄関・トイレ」(以下「着替え注6」」)、「その

他」(屋外や遊戯室など「おうち」以外の場所)におけ

る、各調査日での子ども(各目の総園児数)の居場所を

時間帯別(図4-2)に考察する。

主な生活の流れは、①自由遊び(各居室)、②1,2

歳児:おやつ、4,5歳児:米とぎ(食堂)、③年齢別

の集会(各居室)、④屋外活動、⑤昼食(食堂)、⑥午

睡(寝室)、⑦おやっ(食堂)、⑧自由遊び(各居室)、

⑨年齢別の集会(各居室)である。各調査日の保育時間

割り注7)を図4-3に示す。
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各「おうち」とも、生活の流れに沿って居室の使い分

けを行っており、居室利用の過程・バランスはほぼ同様

のスタイルと言える。しかし、午前中の居室利用や、生

活時間・活動内容による居室利用の時間帯にそれぞれ特

徴がある。

1)居室の利用

「居間」の利用は、主に「遊び」の時間帯で多く、食

事や午睡、保育士との活動時間の合間に「居間」での滞

在がみられる。

「食堂」は、食事の時間帯での利用がほとんどで、滞
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在時間にメリハリがある。午前中の保育士との活動で利

用される日もあるが、「食事」が済むと他室へ移動する

子どもが多く「遊び」で利用されることはほとんどない。

「寝室」の利用は、主に「午睡」であるが、「午睡」

以外の時間帯では「遊び」での利用が多い。「午睡」の

直後は「食堂」同様、子どもたちも「遊び」の場として

はあまり利用しなかった。

「着替え」は、主に「屋外活動」「食事」「午睡」の

前後に通過点として利用されるため、活動直後に少人数

ずっで推移していく傾向がみられる。
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2)「おうち」による違い

「たんぽぽ」では、調査日によって午前中の居室利

用に違いがあり、「食事」の時間も各活動に合わせ日

によって時間帯が異なる。「こすもす」に比べ、「午

睡」以外での「寝室」滞在が高く、朝や夕方の「遊

び」で利用される割合が高い。

「こすもす」でも「たんぽぽ」同様、午前中の居室

利用に違いがある。「食事」はほぼ、毎日同じ時間帯

に食べるようにしているが、「午睡」から
居開一人

起きるタイミングを子どもに委ねており、

「午睡」前後に「居間」での滞在が高くな

っていることが特徴的である。

轟鴻滞在場所劉集団構成

「居間」「食堂」「寝室」の3室におけ

る子どもの集団構成について、集団を「一

人」「異年齢集団」「同年齢集団」に3分

類し、「おうち」別に整理した。集団は、

同じ机上で同じ行為を行う者、または会話

する者を1グル・・一一・プとして(保育士は除

く)5日分の集団数をカウントした。

i)集団の種類(図鼻の

各「おうち」とも、「居間」での集団

形成で「一人」が40°/,強、「異年齢集

団」「同年齢集団」が25%前後と集団

形態が多様であることがわかる。

「食堂」「寝室」では、「異年齢集

団」の割合が高く、「食堂」で50%、

「寝室」で60%を占める。「食堂」で

は「一人」の割合も高く40%を超えた。

2)異年齢集団の規模(図4-5)

集団規模を6種類に分類し、考察を行

った。全体的に「こすもす」は「左んぽ
ぽ」に比べ、集団規模が小さい傾向にあ

る。また、各「おうち」とも「居間」に

比べ、「食堂」「寝室」での集団規模が

大きく、「居間」では多様な人数の集団

が形成されている。「こすもす」では、

「食堂」においても多様な人数の集団形
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成を確認できる。

3)同年齢集団の規模(図尋一§)
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齢集団に比べると集団規模は小さく、2～3名の集団が

多くみられる。

集団規模については、「たんぽぽ」で2～3名の集団

が多く、「居間」では3名、

たんぼぼ

218騨饗響
241騒

80騒1口o器

こすもす

254饗畢

銘
%
2
甜

異年齢集団

居室別集団構成割合

 …瞬
50%80tも100%

ge匿1奪齢鍛団

a)たんぽぽ
興慈臓

鰯一海

 亀【轟σ齢灘』盛

LLIコ　vewwffpm'
、t,"醤r鵬
亀爾臨駅

闘贈幽欝酬

こ::遷

・…一__羅野・

LLDOge臨

鯉一人畏辱臨蜀

,加賑凶
ゆぴ　
9"藷蹴・-

7tS一跨

臨鍵

麗懸羅一臨.
いヨ　りの　む

溜爵画野聯"晒

l
l

ゆ　セ

・㈹難罫叢嚢瀬騰灘_

寝蜜弘

il-一

贈塁自

鵠藩

 ゑ　ゆ　

鹸批
鍵

霞

臨_。贈窒.

縦　『…羅　　

臨§一人

 ㈱駈　蕊閥ー野
雛
㈱
鵠
銘

「食堂」「寝室」では2名
b)こすもす

塁嘩き潮目庫駐魍

醗罫臨醤

藪一

　　　　　　　　　　　　　購蓬

臨蔓
藤

・ss。睡_出

となびみ
臥鵬一
LU玉騨

聞薩聾

1:葛臨

1:鷲欝

　　船

P

噛

　㈱

O
堂轟
雄

ゆ

徽購

許

凹　　　隅　髭
嵩
蟷
麗
隅
隅

　　錘

櫨
嵩
隠

　　　

㈱
隅
繧
難

讐

監　　　

嵐

纂囎駈
藍盤津響騨瞠騨醐

塁宰隙冒

鑑

灘
糞
購鰹1

ロ

㎞糟堕糟警　　響　　鐸

謹監

圏峰瓢

饅
岬

　　　　ム

騒塞瓢魏撃

 　エ

謄_1藩
1藩

叢甕

嚢
践灘鋒

。　罰5め

n2人ta3人自4人5人く6N9人今10人な上

図4-7.

たんぽぽ

居耀華6撃s㍉「
農獣籍キr
oye2口%40私6eJSC呂0}含100瓢

こすもす

羅欝翼讐摯

時間帯別集団数

馨鐸　

錘
 一「

昌卑監鼓璽

 羅　

　　…

u2人c3人eq人5人E恥自人[10人息上

居関

璽堂

寝豊。一肇彫蹴騰蛎、蕪影靴

0%20%40覧6【}うS

燕霧難難懸鰻難'灘霧

ロ
監

臨

 …
竈

O

螺

臨

たんぽぽ

,駿
、21!
80%100%

罵間

食盤篠養難鰹}欝

寝蜜

こすもす

as攣華6
姦嚢4

 07`20%4eYnσo%8[乃告ユDO鴇

隠2人3人防4人5入・GN9人10人以上

図4-5.巽年齢集団人数構成割合

一231一

0馳20発

盟2人

図4-6.

v8

40晃50祐90%:00%

3人Pt魂A5人6ノ、

同年齢集団人数構成翻含

轟

住宅総台研究財団研究論文集M362009年版



の集団が半数を上回った。

「こすもす」では、「居間」における2名集団が

45%、3名が30%、4名が20%と「たんぽぽ」に比べ、

4名集団が目立つ。「食堂」では、2名集団が80%弱

と圧倒的に多いが、同年齢では「たんぽぽ」に比べ、集

団規模が大きい傾向にある。

4,騒時間帯別集団構成(図4-7)

集団の種類と規模を居室別に時間帯別に示したのが図

4-7である。「居間」では、各活動の前後に「一人」で

いる者が目立っ。特に「こすもす」は、「午睡」の時間

帯が目によって変わるため、15時前後の割合が高くな

っている。「たんぽぽ」では、「異年齢集団」の割合が

「昼食」前後で高く、特に「昼食」後から「午睡」まで

の問で多様な集団が形成されている。「同年齢集団」は、

「朝」の自由遊び時と「昼食」前後に多くみられ、「午

睡」時はほぼ3名での集団となっている。これは、5歳

児が3名とも女子であることに起因すると推察される。

「こすもす」では、「朝」「昼食」後、「午睡」後で

「異年齢集団」が多く形成されている。「同年齢集団」

は、「朝」「昼食」後で多く、特に「昼食」後は「2

名」の集団を中心に多くの集団が確認できる。

「食堂」では、各「おうち」とも「食事」時間での

「異年齢集団」が圧倒的に多く、「たんぽぽ」では大規

模集団、「こすもす」では多様な集団構成が目立っ。

「同年齢集団」はどちらも少なく、小規模である。また、

午前中の活動時には、「たんぽぽ」で6～9名の集団、

「こすもす」では3名の集団で利用している。

「寝室」は「午睡」時に10名以上で利用されること

がほとんどである。「たんぽぽ」では3,4,5歳児

10名以上で朝の集会時にも利用される。また、「こす

もす」に比べ「同年齢集団」での利用率が高く、「朝」

や「食事」前後の「遊び」の時間で小規模集団が確認で

きる。
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2.ままごとコーナー
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3積み木コーナー一・-
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5.各種おもちゃ
6,ごっこ遊びコーナー

図5-1.各「おうち』内の遊び場

§.行為劉集団構成

翻行為の分類

「おうち」内での子どもの行為は、自由な「遊び」と

喰事」「午睡」「着替え」「トイレ」などの生活行為、

さらに保育士主導で行われる朝夕の集会(15分程度)

や年齢に応じたプログラム活動(感触遊びやクッキング

保育など)などの「保育活動、食事前後の「手伝い」

などである。それらを大きく「遊びjと「活動」の2種

類に分類し、それぞれにおけるグループ数をカウントし

た。「活動」は、生活行為、保育活動、手伝いなどで、

「遊び」も「活動」も行わない者(ボーっとしている、

うろうろしているなど)は対象に含まなかった。

室内での自由遊びの時間は、一日にのべ2時間程度で

ある。居間には、4～6人掛けの机が3脚程度、じゅう

たん敷きのままごと(または積み木)コーナーが準備さ

れている。寝室は、畳敷きのオープンスペースとなって

おり、ままごと(または積み木)コーナーが隅に準備さ

れている。「たんぼぽ」「こすもす」の主な遊び場を図

5-1に示す。

騒2行為と居場所の闘係

調査対象とした行為数(行為を行うグループ数)は各

「おうち」5日分で、「たんぽぽ」のべ1712事例、

「こすもす」のべ2081事例であり、これらの事例にお

いて分析を行った。

全体では「遊び」が40%、「活動」は60%と「活

動」が「遊び」を上回っている(図5-2)。「たんぽ

ぽ」に比べ1こすもす」の方が、「遊び」行為の割合が

若干高く、各行為における居室利用のバランスは、各

「おうち」でほぼ同じ割合となっている。

「遊び」では、80%が「居間」で行われ、「寝室」で

20%弱であり、「食堂」「着替え」(トイレを含む)は

ほとんど利用されていない。

「活動」は、「居間」以外の3室で行われる割合が高

いが、「食堂」で40%、「着替え」で40%弱、「寝

室」で20%程度となっている。「たんぽぽ」で「着替

え」、「こすもす」で「食堂」の利用がそれぞれ多くみ

られる。

S。3居室劉集団構成(図5-3)

「遊び」では、各「おうち」とも「居間」と「寝室」

で「一人」「異年齢」「同年齢」集団がみられる。

「活動」では、「食堂」で「一人」及び「異年齢」の

集団、「寝室」では「異年齢集団」、「着替え」では

「一人」が多く、「同年齢集団」が少ない。

「遊び」での集団割合をみると、各「おうち」とも

「居間」で各集団が30～40%ずつみられる。「たんぽ

ぽ」ではその他3室で「異年齢」の集団が40～50%を
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b)異年齢集団の年齢種類数

図5-4.行為別居室滞在率

占め、「着替え」では「同年齢」集団の割合が40%と

比較的高い。「こすもす」では比較的「同年齢」が高い

が、「食堂」での「同年齢」集団はみられなかった。

「活動」では、各「おうち」で集団のバランスがほぼ

同じである。「居間」では「異年齢」集団の割合が比較

的高く、「たんぽぽ」で40%、「こすもすjで60%を

占める。「食堂」では、「異年齢」50%、「一人」40°/・、

「寝室」では「異年齢」90%、「着替え」では「一人」

が90%と高くなった。

5.4年齢構成

1)一人で過ごす者(図5一尋a)

「遊び」では、全体的に年齢が上がるほど「一人」で

遊ぶ傾向が強いといえる。「たんぽぽ」の5歳児は「一

人」で過ごす人数が少ないことが特徴的である。「たん

ぽぽ」に比べ、「こすもす」では「遊び」での「一人」

が多い。「活動」では、「たんぼぽ」で1,5歳児

so73
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G)年齢別同年齢簾団

が少なく、2歳児が多い。「こすもす」では年齢による

違いほぼみられなかった。

「滞在率」については、「遊び」で「居間」が80%

程度と高い。1,2,3歳児については10～20%が

「寝室」を利用しており、これは各「おうち」で共通し

ている。「活動」では、全体的に「食堂」が40%、

「着替え」が60%を占めるが、各「おうち」ごとに年

齢での特徴がみられる。

「たんぽぽ」では、1～3歳児で「着替え」での割合

が高く、2,3歳児で80～90%となっている。1歳児

は、「食堂」の割合が増え20%、「着替え」が70%に

とどまる。4,5歳児では「食堂」の割合が大幅に増加

し、4歳児で50%弱、5歳児で60%を占める。これは

「手伝い」に起因すると考えられる。

「こすもす」でも同様の傾向がみられるが、1,3歳

児の「食堂」の割合が比較的高く、4歳児と同じ値であ

る事が特徴的である。
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2)異年齢集団(図5-4b)

異年齢集団の種類を、集団に含まれる年齢の種類数に

よって4分類し、考察を行った。「遊び」では2年代に

わたる異年齢集団数が多く、5種類の年齢構成はほとん

どみられない。「活動では幅広い年齢構成の集団で構

成されていることが確認できる。

各集団における居室滞在率をみると、「遊び」では、

年齢種類数が多いほど「寝室」の利用率が高く、様々な

年齢の子どもが交流していると考えられる。

「たんぼぽ」では、2～3種類の年齢で遊ぶ場合に

「居間」70%、「寝室」30%であるのに対し、「こす

もす」では全てで「居間」の利用となっている。種類

数が増えると各「おうち」で「寝室」が70～80%と増

加し、「こすもす」では「着替え」の利用が10～20%

に増える。

「活動」では、主に「寝室」「食堂」での滞在率が

高く、種類数が少ないほど「居間」「着替え」の割合

が増加する傾向にある。4種類の年齢構成では「寝

室」の滞在率が70～80%と高いが、5年代全てが集ま

るのは「食堂」のみであることがわかる。これらの傾

向は各「おうち」ともに共通する。

3)年齢の組み合わせ(図5-5)

異年齢集団における年齢の構成を「年の差」によって

3分類し考察を行った。年齢の組み合わせは、年齢の近

い者同士での集団数が多く、「遊び」「活動」ともに同

様の傾向がみられる。

「たんぽぽ」では、「遊び」で「3,4歳集団」を作

ることが多く「居間」「寝室」での割合が高くなってい

る。また、年の差のひらいた集団での「遊び」も若干み

られ、3歳児、4歳児との組み合わせが多い。

「こすもす」では、「1,2歳集団」「3,4歳集

団」「4,5歳集団」が多く、3年代での集団もこれら

の年齢を含んで成立している。「年の差集団」は「たん

ぽぽ」同様に、3歳児と4歳児との組み合わせが目立っ。

「活動」では、1歳差集団がほとんどで、朝夕の集会

や午睡の時間などに影響されていると考えられる。
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4)同年齢集団(図5-4c)

同年齢集団は、「遊び」で5歳児が圧倒的に多く、各

「おうち」で共通している。「こすもす」では、2,3

歳児の集団もみられる。「活動」では、「たんぽぽ」の

2歳児の多さが特徴的だが、「こすもす」では5歳児の

多さが目立っ。

居室滞在率では、「遊び」における「居間」の割合が

高く、低年齢での「寝室」の利用も目立つ。これは各

「おうち」で共通しており、1歳児は「居間」「寝室」

で集団を形成している。

「活動」では、全体的傾向は各「おうち」でほぼ共通

しているが、年齢別に特徴が現れている。「たんぽぽ」

では、概ね年齢が上がるごとに「居間」の割合が上昇し

「着替え」の割合が減少する。4歳児は「食堂」の割合

が高く、1歳児は「寝室」の割合が高い。

「こすもす」では、1,4歳児で同様の傾向があり、

「着替え」の割合が60%、「食堂」が20～30%となっ

ている。2,5歳児では「食堂」の割合が高く、5歳児

は「居室」の利用もみられる。3歳児は「居室」「食

堂」で各40%となっている。

6.アンケート調査

翻アンケートの概要

保護者を対象に、子どもの家庭での食事に関するアン

ケート調査を実施した。アンケートの項目は「生活時

間」「家族構成」「食事時間」「食事内容」「家庭での

手伝い」などで、配布概要を図6-1に示す。紙面の都合

上、「家族構成」及び「家庭での手伝い」に関する項目

について整理、分析を行う。

62家庭での食に関する意識

2008年の調査をもとに、図6--2a)～c)について「年

齢」「おうち」「家族構成人数」の3指標を用いて分析

を行った注8)。

「給食に関する会話の有無」では、2歳児の意識が高

く、その他はわずかながら年齢が上がるにっれて意識が

こすもす・遊び
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異年齢纂団における年齢の組み合わせ
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高くなる傾向にある。「おうち」では比較的「ひまわ

り」での意識が高い。「家族構成人数」では人数の違い

による傾向の違いは現れなかった。

「子どもと料理をする頻度」では、「会話」の傾向と

同じく2歳児の意識が高く、「ときどき」する者を含め

ると、年齢が上がる程意識が高まる傾向にある。また、

全体的に約半数の子どもが家庭でも料理の手伝いをする

ことが把握できる。しかし、「おうち」「家族構成人

数」による顕著な違いはみられなかった。

「食事に関する変化の有無」では、2歳児の変化が

40%と他に比べ低くなるが、その他は年齢が上がるごと

に高くなっている。「おうち」では、「会話」同様、

「ひまわり」「たんぽぽ」が「こすもす」に比へ高い。

「家族構成人数」による違いは、「2人」「6人」で高

くなっている。

「食事に関する変化内容」については、「好き嫌い」

「食べ物の話」「食事量」についての良い変化が年齢が

上がるごとに高くなっている。「家族構成人数」では、

「2人」を除き、人数が増えるごとに「手伝い」が高く

なっている。「給食に関する会話」及び「料理をする頻

度」では、頻度の高い者ほど値が高くなる傾向がみられ

た。ただし、「食事量」の増加については相関関係がみ

られなかった。

6.3家庭での手伝い頻度(図6-3、6-4)

2009年の調査をもとに、家庭での「料理をする頻

度」「手伝いをする頻度」注9)について考察を行った。

全体的に「料理」に比べ「手伝い」の頻度が高く、

「ときどき」行う割合が増加している。

全体的に「よく」する者が少なく、「たまに」の割合が

高くなっている。
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      図6-3.鶴理をする頻度

「料理をする頻度」では、

年齢による違いは少ない。

は、2009年においても2歳児の値が高くなっており、

その他の年齢では、年齢が上がるごとに頻度が低くなっ

ている。「男女」では比較的「男子」の頻度が高く、

「家族構成」では、「核家族」での頻度が高くなってい

る。「兄弟の有無」ではあまり差がみられないが、「兄

弟構成」では、比較的「末っ子」で低くなっている。

「手伝い」については、5歳児で「たまに」の値が高

く、その他の年齢では「ときどき」行う者で年齢に応じ

て高くなる傾向にある。特に4歳児は「よく1の割合が

高い点が特徴である。「男女」では、比較的「女子」で

高くなっている。「家族構成」では、こちらも「核家

族」での割合が高いが、「たまに」する者は「三世代同

居」で高くなっている。「兄弟」にっいてはこちらも、

loeSCO$2【maOXeONeor4100Xi

esよくEコと轡どきロたま1二目しなし、O不明}

図6-4.手伝いをする頻度

「たまに」までを含めると

しかし「ときどき」において
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「兄弟構成」で違いが現れており、「末っ子」で低くな

っている。

7.まとめ

以上、K保育園における子どもの生活実態について考

察し、集団形成の種類、またその意味によって分析を行

った、以下に、主な結論を示す。

①機能分離性の高い「いえ型保育空間」を生かし、「き

ょうだい保育」を行う上で重要なことは、各「おう

ち」ごとに生活スタイルを確立することである。また、

10名以上の大集団での生活よりも、各年齢1～2名

ずつで構成される9名以下の小規模集団で、より親密

な異年齢交流が生まれる。さらに、異年齢交流を経験

することは、各年齢に応じた発達を促すと推察できる。

②「おうち」内での主な居場所は、「寝室」であり、年

齢が上がるにつれ「居間」滞在率が高くなる傾向にあ

る。5歳児については、「午睡」をしないため「居

間」の滞在率が最も高い。

③各「おうち」で日ごとに居室の利用率は若干異なるが、

概ね生活時間に合わせて居室別に滞在率が変化する。

「居間」は、「活動」の合間の遊び時間・自由時間で

自由に利用される性格であるのに対し、「食堂」は

「食事」時間のみで利用され滞在時間にメリハリがあ

る。また、「寝室」は「午睡」時に布団を敷く以外は

「遊び」や「活動」時で利用され、場所的性格に若干

の自由度がある。

④「集団構成」は、概ね「一人」が35%、「異年齢」

50%、「同年齢」15%であり、「居間」で形成される

異年齢集団の規模は比較的2～4名と小規模であるの

に対し、「食堂」「寝室」では5名以上の割合が高い。

⑤行為別に集団形成を分析した結果、「遊び」での集団

構成は「一人」「異年齢」「同年齢」と各集団がほぼ

同じ割合で形成されるのに対し、「活動」では「同年

齢」集団がほとんどみられず、「異年齢」集団の割合

 が高い。

⑥「遊び」では、「居間」の滞在率が高く、年齢が上が

るごとに「一人」「同年齢」集団を好む傾向がある。

また「遊び」で「異年齢」集団を形成する場合、年齢

の近い者同士で形成される場合が多く、年齢発達に応

じて遊びの嗜好が異なる事が推察できる。

⑦「活動」では、幅広い年齢層での「異年齢」集団が形

成され、特に「食堂」でその割合が高い事から1日の

生活での5年齢間交流は「食事」の時間がほとんどで

あることがわかる。

⑧子どもの家庭での生活については、主に年齢によって

傾向がわかれるといえる。2歳児は家庭での給食の

「話」「料理」をする割合が顕著に高い。しかしなが

ら、食事に関する良い変化については、年齢が上がる

ごと多く現れる傾向があり、2歳児でのそれは低い割

合を示した。これは、クッキング保育を3歳児から行

うことに対する憧れであると推察でき、料理への興味

は高いが、実際に変化が現れるのは、料理を園で経験

している高年齢の子どもであることがわかる。

〈注〉
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参考文献「きょうだい保育の園舎づくり」参照。
図4・3にあるように、5月のたんぽぽでの保育時間割
はほぼ1,2月と同じである。年度初めと年度末では、
5歳児が午睡をする点と朝の集会を3歳児、4,5歳
児で分かれて行う点で違いがみられる。しかし、「お
うち」別での結果と同様に年度の違いでも集団構成が
変化することが確認できた。そのため、本稿では主と
して「おうち」別の比較分析を進め、年度別の分析は
紙面の都合上省いた。ただし、集団構成については、
1歳児の同年齢集団数が増え、5歳児の同年齢集団が
減少しており、「午睡」の形態変化によるもの、また
5歳児の性別構成が「女子のみ」から「男女混合」へ
と移ったことに起因すると考えられる。また、基本的
に園児は入園から卒園まで同じ「おうち」で生活を送
るが、保育士は毎年交代制をとっている。そのため、
年度ごとでも「おうち」別と同様の違いがみられると
考えられる。
「生活グループ」とは、食事などの生活時間を共にす
る8～9名の小集団を意味する。1グループは1～5
歳児各1,2名ずっで構成され、25名での団体行動時
よりも8～9名での小集団行動時における異年齢の交
流が促進された。2005年度は前期に「生活グループ」
を導入したものの、午前中の活動が年齢別活動中心で
あったため、1～5歳児で昼食をとる時間を合わせに
くかった。昼食時間は1,2歳児と3～5歳児に分か
れる場合が多く、後期には活動時間を調整し、1～5
歳児での昼食時間が増加した。
ほぼ登園が完了する9時から保護者の迎えが始まる16
時までの7時間を調査時間とした。
年度初めは1～5歳児とも午睡をするが、卒園にむけ
て徐々に5歳児は午睡をとらずに自由遊びの時間へ移
行する。

「着替え」「玄関」「トイレ」での集団数が少ないた
め、これらをまとめ「着替え」とした。
各「おうち」ごとに生活プログラムを組むため、食事、
午睡、自由遊び時間などに若干の違いがある。また、
各調査日ごとに生活時間にも違いがある。
「つくし」は0歳児用の「おうち」である。家族構成
について「2人」家族は母数が極めて少ない。
「手伝い」は「箸を並べる」「ご飯をよそう」など、
保育園で毎日行う活動と同じ内容について質問した。
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